
　

２
月
12
日
、
当
県
初
の
養
鶏

場
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
が
確
認
。
現
地
で
あ
る
県

北
局
は
も
と
よ
り
、
全
県
か
ら

防
疫
作
業
（
と
殺
・
埋
却
・
消

毒
）
へ
の
従
事
の
た
め
職
員
の

動
員
が
行
わ
れ
た
。
多
く
の
組

合
員
が
極
寒
か
つ
厳
し
い
執
務

環
境
で
の
作
業
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
ま
た
、
週
休
日
か
ら
の

動
員
で
あ
っ
た
た
め
、
当
局
の

勤
務
労
働
条
件
の
整
理
が
後
手

と
な
っ
た
問
題
が
生
じ
た
。

　

当
局
は
、
２
月
14
日
、
防
疫

作
業
に
従
事
す
る
職
員
の
勤
務

時
間
に
関
し
、
勤
務
時
間
の
割

り
振
り
変
更
を
原
則
と
す
る
通

知
を
発
出
し
た
。
し
か
し
、
現

場
か
ら
は
年
度
末
も
重
な
り
、

勤
務
時
間
の
割
り
振
り
が
困
難

で
あ
る
こ
と
、
動
員
が
頻
回
続

く
実
態
に
あ
る
こ
と
が
寄
せ
ら

れ
た
。
こ
の
た
め
、
県
職
労
か

ら
、
割
り
振
り
変
更
が
困
難
な

場
合
は
超
過
勤
務
対
応
と
す
べ

き
と
し
、
改
善
を
求
め
た
。
そ

の
結
果
、
２
月
16
日
の
関
係
所

管
課
事
務
連
絡
で
は
、
勤
務
時

間
の
割
り
振
り
変
更
を
原
則
と

す
る
も
の
の
、
業
務
の
都
合
上

や
む
を
得
な
い
場
合
は
超
過
勤

務
の
対
応
と
な
る
こ
と
等
が
示

さ
れ
た
。
ま
た
、
２
月
25
日
に

は
、
超
過
勤
務
予
算
措
置
に
向

け
調
整
す
べ
く
、
所
要
額
の
照

会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

現
地
で
の
待
機
時
間
が
予
定

よ
り
延
び
た
課
題
も
挙
げ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
実
際
の
勤
務
実

態
に
応
じ
て
勤
務
時
間
の
割
り

振
り
又
は
超
過
勤
務
と
す
る
よ

う
整
理
さ
せ
た
。
集
合
場
所
へ

の
参
集
時
の
課
題
（
交
通
機
関

を
利
用
し
て
通
勤
し
て
い
る
職

員
が
交
通
用
具
で
参
集
し
た
場

合
な
ど
の
旅
費
対
象
、
自
家
用

車
の
駐
車
場
料
金
の
扱
い
）
も

改
め
て
示
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
動
員
者
の
現
地
へ

の
移
動
が
バ
ス
で
あ
り
、
長
時

間
拘
束
さ
れ
る
も
の
の
、
移
動

時
間
が
労
働
時
間
の
扱
い
で
な

い
こ
と
、
現
地
で
食
事
が
提
供

さ
れ
る
こ
と
か
ら
旅
費
の
現
地

経
費
が
控
除
さ
れ
る
問
題
（
お

に
ぎ
り
提
供
の
場
合
は
控
除
さ

せ
な
か
っ
た
）
は
残
っ
た
ま
ま
。

さ
ら
に
、
休
憩
が
取
れ
な
か
っ

た
課
題
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
を

通
じ
て
非
常
災
害
時
の
勤
務
労

働
条
件
の
整
備
が
い
か
に
不
十

分
で
あ
っ
た
か
が
露
呈
し
た
。

県
職
労
は
課
題
を
集
約
し
、
当

局
に
改
善
を
求
め
て
い
く
。

　

年
度
末
を
迎
え

る
。
２
月
は
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
急
増

し
、
か
つ
鳥
イ
ン

フ
ル
対
応
な
ど
例

年
に
な
い
業
務
に

追
わ
れ
た
。
年
度

末
で
た
だ
で
さ
え

忙
し
い
時
期
に
乗

じ
て
業
務
が
増
し
、
多
く
の
組

合
員
が
疲
弊
し
て
い
る
▼
そ
う

し
た
状
況
の
中
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
。
日
々
の

忙
し
さ
か
ら
じ
っ
く
り
競
技
を

観
戦
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
い
つ
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
各
国
の
メ
ダ
ル
争

い
に
躍
起
と
な
る
。
日
本
で
は

18
個
の
メ
ダ
ル
獲
得
と
過
去
最

高
記
録
と
な
っ
た
が
、
メ
ダ
ル

に
届
か
ず
涙
を
呑
む
選
手
の
方

が
は
る
か
に
多
い
。
メ
ダ
リ
ス

ト
が
生
ま
れ
る
の
は
多
く
の
ア

ス
リ
ー
ト
の
努
力
が
あ
っ
て
こ

そ
だ
し
、
多
く
の
方
が
献
身
的

に
支
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い

▼
鳥
イ
ン
フ
ル
対
応
に
は
多
く

の
組
合
員
が
従
事
し
、
岩
手
の

畜
産
と
食
の
安
全
を
守
っ
た
。

一
人
が
欠
け
た
だ
け
で
も
成
し

え
な
か
っ
た
も
の
だ
。
現
在
も

続
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
も
同

様
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の

頑
張
り
に
報
い
る
勤
務
・
労
働

条
件
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の

た
め
職
員
は
疲
弊
す
る
一
方
。

こ
れ
で
は
県
組
織
は
持
た
な
い

▼
岩
手
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と

踏
ん
張
る
職
員
を
支
え
る
の
が

当
局
の
役
目
。
職
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ
う

な
労
働
条
件
の
確
保
が
急
務
だ
。
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２
月
19
日
、
自
治
労
県
本
部

主
催
の
新
採
用
加
入
対
策
会
議

が
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
で
開
催
さ

れ
、
県
職
労
か
ら
支
部
・
青
年

婦
人
部
組
合
員
を
中
心
に
31
人

が
参
加
し
た
。

　

香
川
県
職
連
合
と
山
形
県
職

連
合
の
新
採
用
加
入
促
進
の
取

り
組
み
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
共
有
し
た
。

香
川
県
職
連
合
か
ら
「
新
採
用

者
の
反
応
を
分
析
し
、
反
応
に

応
じ
て
本
部
・
支
部
・
青
年
女

性
部
が
連
携
し
て
粘
り
強
く
声

掛
け
を
進
め
て
い
る
」
こ
と
を

紹
介
。
山
形
県
職
連
合
か
ら
は
、

「
青
年
部
の
説
明
で
は
、
事
前

に
青
年
部
員
で
打
ち
合
わ
せ
を

し
て
意
見
を
出
し
合
い
、
自
分

で
説
明
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
説
明
し
て
も
加
入
し
な
か

っ
た
新
採
用
に
は
活
動
を
見
せ

る
た
め
、
学
習
会
や
ラ
ン
チ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
誘
い
、
組
合
が

自
分
の
職
場
や
生
活
改
善
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

い
る
」と
活
動
を
紹
介
。そ
し
て
、

「
先
輩
組
合
員
自
身
が
自
主
的

に
勧
誘
す
る
動
き
に
な
っ
て
い

る
」
と
し
、
組
合
員
の
主
体
的

な
行
動
が
重
要
と
の
紹
介
が
あ

っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
、「
組
合
員
が

主
体
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
ど
う
展
開
し
た
ら

よ
い
か
」、「
青
年
婦
人
部
で
も

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
説
明
が

難
し
い
時
も
」
の
問
い
に
、「
自

分
で
あ
れ
ば
こ
れ
が
重
要
だ
と

い
う
説
明
内
容
を
持
つ
こ
と
。

自
分
な
り
に
説
明
す
る
経
験
を

積
み
上
げ
る
。
そ
れ
を
青
年
の

仲
間
が
補
強
し
あ
う
こ
と
」、

「
新
採
用
が
ど
の
よ
う
な
事
を

知
り
た
い
か
聞
い
て
、
学
習
会

　

県
職
労
新
採
用
加
入
対
策
会

議
で
は
、
支
部
新
採
用
加
入
促

進
対
策
会
議
の
実
施
な
ど
の
方

針
を
提
起
し
、
新
採
用
職
員
へ

の
声
掛
け
実
践
と
し
て
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
組
合
費

を
計
画
す
る
こ
と
」
等
の
助
言

を
受
け
た
。

を
理
由
に
加
入
し
な
い
場
合
に

は
、
不
払
い
残
業
を
解
消
す
る

こ
と
で
組
合
費
を
上
回
る
改
善

が
実
現
で
き
る
こ
と
を
紹
介
す

る
」、「
声
掛
け
に
当
た
り
自
分

自
身
で
躊
躇
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
た
。
組
合
の
活
動
を
振

り
返
り
、
新
採
用
職
員
と
の
信

頼
関
係
を
築
い
て
声
掛
け
を
進

め
た
い
」
と
の
意
見
が
挙
が
っ

た
。
青
年
婦
人
部
グ
ル
ー
プ
か

ら
は
「
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が

組
合
の
良
さ
を
伝
え
る
、
そ
し

て
良
い
雰
囲
気
で
話
が
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
」
等
の
意
見
が
挙
が
っ
た
。

　

大
﨑
委
員
長
か
ら
「
職
場
の

組
合
員
を
巻
き
込
み
な
が
ら
新

採
用
へ
の
声
掛
け
を
行
う
の
が

大
事
。
組
合
員
が
主
体
的
に
声

を
か
け
る
、
職
場
で
組
合
加
入

が
当
た
り
前
と
い
う
雰
囲
気
を

作
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
自
信

を
も
っ
て
勧
誘
し
て
い
こ
う
」

と
締
め
く
く
り
、
加
入
促
進
に

向
け
意
思
統
一
を
は
か
っ
た
。

２
０
２
２
新
採
用
加
入
対
策

自
信
も
っ
て

声
掛
け
を

自
分
の
言
葉
で
「
組
合
の
良
さ
」
ア
ピ
ー
ル
を

「
組
合
入
ろ
う
ね
」

組
合
員
の
行
動
で

仲
間
を
作
ろ
う

県
職
労
対
策
会
議

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
業
務

県
職
労
へ

勤
務
上
の
諸
課
題
は

2022年度　県職労役員選挙

全員が信任　新体制を確立
　

県
職
労
２
０
２
２
年
度
役
員

選
挙
は
２
月
18
日
投
票
、
24
日

に
開
票
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、

立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ
新

体
制
が
決
ま
っ
た
。

　

中
央
執
行
委
員
長
は
、
小
田

嶋
智
昭
さ
ん
（
胆
江
支
部
・
土

木
部
分
会
）
が
新
任
、
副
中
央

執
行
委
員
長
に
小
澤
豊
和
さ
ん

再
任
、
佐
々
木
辰
治
さ
ん
新
任
、

書
記
長
に
佐
々
木
真
由
美
さ
ん

（
盛
岡
支
部
・
県
税
部
分
会
）

が
新
任
、
書
記
次
長
は
藤
村
秀

樹
さ
ん
（
盛
岡
支
部
・
保
健
福

祉
環
境
部
分
会
）
が
再
任
さ
れ

た
。

　

中
央
執
行
委
員
は
、
鍬
形
幸

平
さ
ん
（
久
慈
支
部
・
久
慈
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
分
会
）、

須
藤
開
さ
ん
（
釜
石
支
部
・
水

産
部
分
会
）
が
新
任
さ
れ
た
。

　

２
０
２
２
年
度
も
私
た
ち
の

賃
金
・
労
働
条
件
、
職
場
環
境

改
善
の
た
め
に
、
県
職
労
は
組

合
員
の
結
集
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。
是
非
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。
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組
合
員
１
，
１
９
２
人
か
ら

回
答
を
い
た
だ
い
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
働
き
方
が
大
き
く
変
化
し

た
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
生
活
面

で
「
苦
し
い
」
が
全
体
の
３
割

を
超
え
て
い
る
。
生
活
改
善
が

求
め
ら
れ
る
厳
し
い
状
況
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
２
０
２
２
春

闘
で
は
生
活
防
衛
の
観
点
か
ら

全
世
代
が
実
感
で
き
る
賃
金
水

準
維
持
・
改
善
が
不
可
欠
だ
。

県
職
労
は
賃
金
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
、
１
３
，
０

０
０
円
以
上
の
賃
上
げ
を
要
求

す
る
。

　

職
場
実
態
で
は
、
時
間
外
労

働
時
間
は
、
10
時
間
未
満
が
増

加
し
11
〜
20
時
間
が
減
少
し
た
。

一
方
、
超
勤
上
限
で
あ
る
46
時

間
以
上
は
３
・
２
％（
＋
０
・
３
）

と
増
加
し
、
業
務
量
の
バ
ラ
ン

ス
に
偏
り
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

長
時
間
労
働
が
依
然
解
消
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
人
員
が

増
員
さ
れ
な
い
現
状
に
お
い
て
、

業
務
量
の
見
直
し
や
平
準
化
が

求
め
ら
れ
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
残
業
は
昨
年
よ
り

減
少
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
強
い
ら
れ

る
職
場
が
存
在
す
る
こ
と
は
問

題
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
撲

滅
に
向
け
、
職
場
実
態
点
検
を

通
し
た
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　

休
暇
取
得
は
、
こ
こ
数
年
連

続
し
て
９
日
以
下
が
４
割
で
推

移
し
て
い
る
。
休
暇
取
得
で
き

る
環
境
づ
く
り
と
し
て
人
員
増

を
含
め
た
職
場
環
境
改
善
を
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

組
合
員
の
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県
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闘
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を
通
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、
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取
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を
進
め
て
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く
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①生活の変化

Ｑ５  昨年と比較して、あなたの生活実態は
　「苦しくなった」28.3％（＋6.1）、「非常に苦しくなった」4.8％（＋1.6）が合わ
せて 33.1％（＋7.7）。「変わらない」59.1%。コロナ感染拡大によって働き方や生
活面に大きな変化が生じた。鎮静化が見込めない中、様々な活動制限が求められ、
個々の生活スタイルを維持できていない実態が伺える。2022 春闘では生活防衛
の観点から全世代が実感できる賃金水準維持・改善は不可欠だ。

②春闘要求額

Ｑ６  あなたの2021賃金要求額は
　県職労全体の賃金要求額「中央値」は 12,096 円（前年比＋632 円）。県本
部全体の春闘アンケート結果（12,270 円）も踏まえ、県職労として 13,000 円
以上の賃上げを要求する。県当局・人事委員会は、職員の賃上げ要求に対し
てしっかり報いる改善を行うべきだ。

③職場・労働実態（超勤・年休）⑴

③職場・労働実態（超勤・年休）⑶

③職場・労働実態（超勤・年休）⑵

Ｑ11  あなたの平均時間外勤務は月何時間ぐらいですか
　「０～ 10 時間」が 60.1％（+1.6）と全体の６割を占める一方、「46 時間以上」
3.2％（+0.3）に拡大し、職場によっては長時間労働を強いられ、増加傾向にある。
現場は長時間労働が依然解消されておらず、かつ、人員が増員されない現状に
おいて、抜本的な業務量の見直しや業務量の平準化も求められる。

Ｑ12  あなたはサービス残業をしていますか

Ｑ15  あなたが１月～12月に使用した年次有給休暇は何日ですか
　依然として十分休暇を取得していない職員が見受けられる。原因の一つには
業務量の多さによるものといえるが、周囲も忙しすぎて休みたくても休めない
状況もあるようだ。計画的な年次休暇が取得できるよう、現場で取得できる環
境であるか点検するとともに、休暇取得できる職場づくりとしての管理マネジ
メント強化も重要だ。

　サービス残業を「している」が 32.8％（－2.3）となり、サービス残業の実
態は減少に転じている。しかしながら、サービス残業を強いられる職場が存
在するのも問題といえる。サービス残業撲滅のためには、サービス残業しな
い職員の意識が必要であり、かつ、職場実態点検と超勤全額支給のための取
り組み強化が必要だ。

④制度政策要求

Ｑ18  あなたが次の政策のうち何に関心がありますか（3つまで）
　組合員が関心を持っている制度政策要求は、「働き方改革」567 人（16.6％）、
「景気・経済対策」458 人（13.4％）、「社会保障制度」434 人（12.7％）、「コロ
ナ感染対策」397 人（11.7％）が上位で、自身に関わる身近な政策に関心が集
まっている。一方で、国際問題、平和・憲法問題、原発問題などは関心が低
い。社会平和の課題も重要であることから、支部学習会等を設定し、課題に
向き合えるよう意識して取り組みを行っていく必要がある。
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